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の発言が主なターゲットとしたの おそらく︑シベリアへの膨張をめぐってソ連と直接対峙したがる日本軍部の一部だったと思われる︒こ ように内田は外交における卓越した知的現実主義者明治外交の達人であり続けた︒ イツのこの論文は︑歴史的叙述の中で皮相な扱いしかされてこなかった問題の人物についてのごとな批判的見直しである︒
　本書の守備範囲があまりに広いため︑これを学部生や院生に読



















































の発言が主なターゲットとしたの おそらく︑シベリアへの膨張をめぐってソ連と直接対峙したがる日本軍部の一部だったと思われる︒こ ように内田は外交における卓越した知的現実主義者明治外交の達人であり続けた︒ イツのこの論文は︑歴史的叙述の中で皮相な扱いしかされてこなかった問題の人物についてのごとな批判的見直しである︒
　本書の守備範囲があまりに広いため︑これを学部生や院生に読
ませるのをためらう教授もいるだろう︒ここに収録された論文は複数の分野をま いで書かれて ため︑ど に分類してよいか迷うこともあ だろう︒実はこ こそが肝心な点だと思う︒たとえ分類は難しくとも︑外交︑法律︑植民地主義︑精神文化史︑帝国︑ビジネスや制度の歴史︑二十世紀東アジア史一般 の分野にとって︑ひとつ一つ 論文が充分に補完してくれ はずだ 本書は学術書として比類なき良質の歴史書であり 著者たちの今後の仕事に心から期待したい︒＊
 本稿は︑
Japan Review
 N
o. 27 （
2014 ）に掲載された英文テキストの日本語訳
である︒
